理科（物理Ⅰ）学習指導案
日時　　　　　平成19年9月20日(木)　第4時限
授業学級　　　高等学校　2年7組（男子 16名　女子 8名　合計 24名）

授業場所　　　物理講義室
指導教諭名　　　 　　印
授業者　　　　　　　　　 印
使用教科書　　物理Ⅰ　実教出版
　　　　　　　センサー物理Ⅰ　啓林館
Ⅰ　単元　「剛体の回転とつり合い」
Ⅱ　単元目標

　(1)剛体に働く力の効果について理解し、力のモーメントの公式を応用することが出来る。

(2)剛体に複数の力が働いた場合の合力の求め方を理解し、問題を解くことが出来る。
(3)合力・つりあう力の作用点、重心の位置を求めることは同じであることを理解する。
Ⅲ　単元の指導計画

(1)剛体と回転(2時間)
(2)力のモーメント(2時間)
(3)剛体に働く力のつり合い(2時間)
(4)剛体に働く力の合成・偶力（本時3/5時間）
(5)重心(2時間)
Ⅳ　本時の指導計画
(1)本時の目標

　 今まで扱ってきた合力の求め方と比較しながら、平行で逆向きの2力の合力の作用点の位置を感覚的に理解し、外分点の公式を理解するとともに問題に応用することが出来る。
また、偶力の効果について、日常生活と結びつけながらイメージすることが出来る。

(2)本時の評価基準
　・2力、合力、つりあう力の位置関係を、図を書いてイメージ出来ているか。

　・合力の作用点は、力の逆比に外分する点であることを理解出来ているか。
　・外分の公式を問題に応用し、解くことが出来ているか。
　・偶力の効果を、日常生活の例及び力のモーメントの和からイメージ出来ているか。
　(3)本時の展開
	過程
	学習内容
	学習活動
	教師の指導・留意点

	導入

(15分)
	・復習事項

	・平行でない2力の合力について復習する。
	・平行四辺形の法則で合力を求めていたことを思い出させる。

	
	
	・平行で同じ向きの2力の合力について復習する。


	・平行四辺形の法則で合力を求められないことを思い出させる。

・つりあう力を見つけることで、簡単に合力を見つけられることを思い出させる。

・作用点は力の逆比に内分する点であることを思い出させる。

・いくつか例を示し、生徒を指名して比の確認を行う。

	
	
	・平行で逆向きの2力の合力について復習する。
	・つりあう力を見つけることで、簡単に合力を見つけられることを確認する。

・作用点は力の逆比に外分する点であるということを確認する。

・いくつか例を示し、生徒を指名して比の確認を行う。

	
	・前時の続き
	・問題集 p40 step1② (b)を解く。
	・前回の授業で大きさまで解答済みなので、もう一度図を書きx(m)を外分比の公式から求める。

	展開１
(20分)

	・問題演習
	・配布するプリントの問題を解く。

	・(1)はつりあう力を図示してから合力を考えるよう言う。
・(2)は3力のうちまず2力を合成して考えるよう言う。
・力の逆比に外分する公式及び内分する公式を用いて作用点の位置を求めることを説明する。
・机間巡視を行い、わからない生徒に声をかける。

	展開２
(10分)
	・偶力について
	・平行で逆向き、更に同じ大きさである場合の2力を偶力ということを理解する。

・偶力は回転の効果があるということを理解する。

・日常生活の例から偶力のイメージを膨らませ、理解を深める。
	・同じ大きさなので偶力の合力はつくれないことを説明する。
・偶力の図を黒板に書き、力のモーメントの和から、2力それぞれの力のモーメントは、支点のまわりを同方向に同じ大きさで働いていることを説明する。

・オーブントースターのダイヤルも偶力であることを図を書いて説明する。

	まとめ

(5分)
	・用語の整理
	・プリント枠中の、偶力のモーメントの公式を、プリントに書き込みながら理解する。
	・偶力のモーメントは、作用線の距離が深く関わっていることを強調する。

・単位の確認を行う。

	
	・次回の予告
	
	・プリント(枠外)の書き込み及び問題演習を行うことを伝える。


